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己
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2
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【
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ほ
も
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齢
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男
女
微

　
　
　
帯

　
　
　
世

今月の納税

固定資産税（第4期
　納期11月30日

』
■
■
■
■
置
■
昌
■
厘
■
騒
冒
U
璽
．

雛
鑓
概
懲
愚
難

　
　
　
　
し

斗
』
　
　
　
　
そ

、、明

よノ

選
挙
で

　
　
　
　
、

ろ　　
　
　
㌧

政
治
を

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
官
国
民
審
査
は
来
る
二
十
一
日
（
木
）
に
行
わ
れ
ま

す
。
ム
『
回
の
選
挙
は
臨
時
特
例
法
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
と
公
明
選
挙
推
進
の
た
め
バ
ラ

の
花
を
シ
ン
ボ
ル
に
公
明
選
挙
運
動
が
強
力
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
明
る
い
き
れ
い
な
選
挙
で
自
分
自
身
の
正
し
い
判
断
で
候
補
者
を
選
び
一
人

の
棄
権
者
も
な
く
投
票
に
の
ぞ
む
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
、

国
民
審
査
の
投
票
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
高
裁
判
官
）

れ
鰹
難
嚢
蟹

用
紙
を
衆
議
院
と
同
時
に
交
付
い
た
一

し
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
要
領
で
投
票

し
て
下
さ
い
。
な
お
投
票
所
に
お
い

嚢
箱
が
護
と
最
高
裁
墾

記
話
雛
讐
鞭
隙
課
蝕

い
。
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
に
は
審

査
を
受
け
る
裁
判
官
が
九
名
記
載
さ

霧
欝
馨
上

　
き
は
そ
の
裁
判
官
の
氏
名
の
上
の

②
鍵
叡
籍
雛
豊

投
票
は
午
後

　
十
一
月
二
十
一
日
に
総
選
挙
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
い
つ
の
選
挙
で
も
い

わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
わ
た
く
し
た

ち
の
く
ら
し
が
よ
く
な
る
の
も
、
わ

る
く
な
る
の
も
、
み
ん
な
政
治
の
よ

は
何
も
書
か
な
い
で
下
さ
い
。

投
票
を
し
た
く
な
い
人
は
投
票
用
紙

を
受
取
ら
な
い
で
下
さ
い
。

開
票
は
市
役

所
会
議
室

　
即
日
開
票
で
夜
十
時
か
ら

開
票
は
即
日
と
決
ま
り
、
当
日
市
役

所
二
階
の
会
議
室
で
午
後
十
時
か
ら

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
前
の
市
民

体
育
舘
と
異
り
、
場
所
が
せ
ま
い
た

め
参
観
人
員
の
制
限
が
ご
ざ
い
ま
す

一の
で
そ
の
よ
う
に
お
含
み
お
き
下
さ

い
。
な
お
開
票
結
果
の
概
数
は
翌
日

の
午
前
三
時
頃
に
な
る
模
様
で
す
。

八
時
ま
で
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一
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

し
わ
る
し
で
き
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

政
治
の
よ
し
、
わ
る
し
は
選
挙
に
よ

っ
て
き
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

明
る
い
、
き
れ
い
な
選
挙
で
自
分
の

信
じ
る
こ
と
の
で
き
る
候
補
者
や
政

　
　
　
　
　
　
　
繰
上
げ
投
票
所
を
除
き

　
こ
ん
ど
の
総
選
挙
は
臨
時
特
例
法
時
間
か
ら
二
時
間
繰
上
げ
に
な
っ
て

が
適
用
さ
れ
て
投
票
時
間
は
午
前
七
｝
お
り
ま
す
。

時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
と
な
り
、
従
㎜
◎
午
後
七
時
ま
で
の
投
票
区

来
よ
り
二
時
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
｝
第
四
、
二
十
八
、
二
十
九
、
三
十
、

但
し
当
市
で
は
つ
ぎ
の
投
票
区
が
二
三
＋
三
・
三
＋
七
・
三
＋
九
・
四
＋

　
　
●
自
暫
●
Q
ー

党
に
投
票
す
る
「
公
明
選
挙
」
で
の
は
よ
い
選
挙
か
ら
」
は
じ
ま
り
ま
す

ぞ
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
　
「
よ
く
見
わ
た
く
し
た
ち
が
主
権
者
で
あ
る
こ

よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
」
の
と
お
と
を
よ
く
お
考
え
に
な
っ
て
い
た
だ

り
選
挙
公
報
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
き
、
主
潅
者
と
し
て
の
権
利
を
行
使

投
票
は

自
か
ら
の
信
念
で

　
　
　
　
　
　
＋
日
町
市
選
挙

　
　
　
　
　
　
管
理
委
員
長

で
候
補
者
の
政
見
を
よ
く
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
買

収
、
饗
応
な
ど
選
挙
違
反
の
な
い
よ

う
ご
注
意
願
い
ま
す
。
　
「
よ
い
政
治

斉
木
　
重
義

す
る
機
会
が
こ
の
選
挙
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
誰
に
も
ま
ど
わ
さ
れ
す
に
、

自
分
の
信
念
に
も
と
づ
い
て
投
票
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
、
要
望
い
た
し
ま
す

三
十
一
、
三
十
二
、
三
十
四
、
三
十

．

五
、
三
十
六
、
三
十
八
、
四
十
一
、

、
四
十
二
、
四
十
三
、
四
十
四
、
四
十

五
、
四
十
六
、
四
十
七
、
四
十
八
、

一
四
十
九
（
三
十
三
ヵ
所
）

　
　
第
三
投
票
所
は

　
　
市
民
体
育
館

　
第
三
投
票
所
（
水
野
、
巾
若
宮
、

本
町
四
、
田
中
東
、
西
、
川
原
、
田

川
、
田
中
本
通
、
本
町
五
、
六
の

一
、
六
の
λ
唖
製
糸
、
稲
荷
一
、

二
、
三
、
四
、
西
浦
東
、
西
、
八
幡

田
町
）
は
前
回
市
立
保
育
所
が
投
票

所
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
選
挙
か

ら
は
市
民
体
育
舘
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。
叉
第

二
投
票
所
も
同
じ
こ
の
休
育
舘
の
二

階
に
設
置
さ
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

四二十第◎（
、十四五午八
：二一一一、、後カ
イ　、十六；六所
五二二五、1博）
’十、七ま
二二二一・卜、で

十、六八の
六二、、投
、十十十票
二三七二区
十、、、
七二十十
、十九三
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．
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訟

郭

赤

鮒

人
権
法
律
相
談
所
開
設

【
主
催
】

長
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

、

長
岡
弁
護
士
会

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

播 　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
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ー
・
、
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挙

拳
森
吉
正
照

住
宅
金
融
公
庫
に
よ
る

　
　
　
　
　
住
宅
増
改
築
の
取
扱
い

住
名
金
融
公
庫
か
ら
融
資
を
う
け

一
て
建
築
し
た
住
宅
を
増
改
築
し
よ
う

至
る
場
合
は
最
傑
馨
ま
た

一
は
住
名
公
庫
北
関
東
支
所
の
承
認
を

類
け
れ
ば
奮
ま
せ
ん
・

一㎜
0
受
託
金
融
機
関
（
取
扱
銀
行
）
限

一

　
り
で
承
認
出
来
る
も
の
。

　
増
改
築
部
分
の
床
面
積
が
一
〇
平

　
方
麿
以
内
で
貸
付
目
的
に
違
反
せ

　
す
、
債
権
保
全
上
文
障
が
な
い
と

「
　
認
め
ら
れ
る
も
の
。

②
支
所
の
承
認
を
得
な
け
れ
ぱ
な
ら

　
ら
な
い
も
の
。

【
後
援
一

　
L
l
I
汀
巨
、
　
H
．
川
U
、
　
P
匡
十
3
、

　

　
し
ロ
　
　
　
　
ノ
　
ド
　
　
　
　
　
　
き
　
ギ

津
南
町

　
『
国
民
は
、
幸
福
な
生
活
を
営
む

の
に
必
要
な
権
利
、
即
ち
人
権
を
有

し
て
い
る
』
と
私
達
の
憲
法
が
保
障

し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
こ
の
権
刹
を
侵
さ
れ
た

り
、
侵
さ
れ
よ
う
と
し
て
悩
ん
で
お

一
ら
れ
ま
せ
ん
か
．
来
る
＋
一
一
月
四
日

璽
吉
ま
で
の
人
鐵
問
に
先
が

一
け
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
無
料
で
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
相
談
内
容
は
絶
対
秘
密
で

す
。
　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
出
掛
下
さ
い

◎
日
時
　
十
一
月
十
九
日
、
午
前
十

「　　
　
　
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

◎
場
所
　
十
日
町
市
中
央
公
民
舘

㎜
◎
桐
談
担
当
者

　
　
長
岡
市
内
在
住
弁
護
士
、
人
権

　
　
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員
等

◎
相
談
内
容

　
①
公
務
員
の
職
務
執
行
に
伴
な
う

　
　
侵
犯
、
人
身
売
買
、
酷
使
．
虐
待
．

　
私
的
制
裁
、
村
八
分
、
差
別
待

　
遇
、
騒
音
煤
煙
、
そ
の
他
に
よ

　
る
公
害
、
生
活
権
居
住
権
の
侵

犯
等

②
借
地
、
借
家
、
金
銭
関
係
、
税

　
務
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
損
害

　
そ
の
他
民
事
並
び
に
刑
事
等
の

　
一
般
諸
問
題

測
量
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
土
地
区
画
整
理

十
巳
町
市
の
行
政
区
域
は
水
沢
を
に
四
百
世
帯
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

…
合
併
し
て
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
、
市
街
．

…
地
も
同
時
に
最
近
急
速
な
増
大
を
示

…
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
文

…
化
都
市
形
成
へ
の
土
地
区
圃
整
理
は

…
ま
だ
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ

…
の
た
め
市
で
は
地
区
の
要
望
も
あ
る

㎜
と
こ
ろ
か
ら
建
全
な
市
街
地
造
成
を
．

…
図
る
た
め
、
つ
ぎ
の
地
域
の
測
措
を
・

｝
実
地
い
た
し
ま
す
の
で
何
分
の
ご
協

．
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機

　
会
に
十
日
町
市
に
お
け
る
都
市
計
画

　
区
域
内
の
建
物
の
関
係
の
伸
び
を
お

　
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
市
民
繰
の
調

「
　
べ
に
よ
る
世
帯
数
は
、
昨
年
四
月
一

　
日
現
在
九
千
二
百
四
十
世
帯
で
あ
っ

　
た
の
が
、
本
年
三
月
三
十
一
日
現
在

　
で
は
九
千
六
百
四
十
世
常
と
一
年
間

又
、
建
設
課
の
調
べ
に
よ
る
建
築
確

認
中
論
許
可
も
、
本
年
四
月
一
日
か

ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
七
ヵ
月
間

に
四
百
件
を
数
え
益
灘
増
え
る
候
向

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
レ
ま
す
。

①
測
量
の
地
域

　
十
日
町
市
子
上
。
原
（
鉄
道
以
西
）

〃ク〃〃〃〃ク〃〃ク〃〃〃〃〃

　
イ
、
二
階
以
上
の
階
の
増
築
を
す

　
　
る
時
。

　
ロ
、
増
築
部
分
を
別
登
記
す
る
時

　
　
（
棟
を
は
な
し
た
場
合
含
む
）

　
ハ
、
融
資
物
権
が
減
少
す
る
時
。

　
二
、
一
〇
平
方
層
以
内
の
増
築
に

　
　
よ
り
各
々
の
面
積
を
合
せ
て
・

　
　
　
一
〇
平
方
麿
を
超
え
る
時
。

　
ホ
、
移
築
大
修
繕
の
場
合
。

①
用
途
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

　
は
直
ち
に
、
取
扱
い
銀
行
に
申
し

出
て
下
さ
い
。

ク

子
住
吉
（
本
町
西
以
東
）

子
久
保
田

子
中
沢

丑
千
代
坊

丑
中
沢

丑
丸
山
（
鉄
道
以
西
）

丑
芝
林
（
鉄
道
以
西
）

丑
上
梨
子

丑
原
田
尻

丑
寺
沢

丑西

原
田
（
鉄
道
以
西
）

丑
谷
内
（
鉄
道
以
西
）

丑
．
原
田
（
鉄
道
以
西
）

丑
下
梨
（
（
飛
地
の
一
部
）

住
吉
（
島
地
．
区
住
吉
通
り

　
以
東
及
以
北
の
一
部
）

聯
簿
西
）

②
測
量
の
時
期

　
自
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
中
旬
～

　
至
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
上
旬
予

定
③
測
鍛
実
施
者

長
岡
市
旭
町

　
　
　
長
部
測
鍛
斜
務
所

国
民
年
金
普
及
推
進
月
間
の

実
施

　
社
会
保
険
庁
、
新
潟
県
十
日
町
市

で
は
十
一
月
一
日
よ
り
十
二
月
十
五

日
ま
で
、
国
民
年
金
普
及
推
進
月
間

と
定
め
制
度
の
P
R
事
業
の
推
進
を

は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
日

町
市
で
は
特
に
此
の
期
間
末
適
用
者

（
未
加
入
者
）
に
対
す
る
百
％
適
用

の
促
進
、
未
納
者
に
対
す
る
百
％
検

紹
の
促
進
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す

現
在
市
内
で
は
被
保
険
者
が
約
千
二

百
名
程
お
り
ま
す
が
、
未
加
入
者
は

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
で

　
十
日
町
市
で
は
去
る
十
月
十
五
日

新
潟
市
で
開
か
れ
た
第
一
回
県
国
民
．

年
金
大
会
で
、
国
民
年
金
業
務
の
普

及
推
進
に
わ
た
り
優
れ
た
実
績
を
お

さ
め
た
の
で
塚
田
県
知
事
よ
り
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
表
彰

一
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
保
険

料
微
収
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
被

保
険
者
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の

賜
も
の
で
あ
り
ま
す
。

盈
薯
程
お
り
ま
す
．
「
国
民
年

・
金
は
あ
な
た
の
年
金
で
す
」
老
後
の

蘇
馨
故
に
そ
奎

一人残
ら
す
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し

ょ
う
。
又
国
民
年
金
に
加
入
し
て
お

一一
っ
て
も
免
除
申
請
も
う
け
す
保
険
料

を
未
納
し
て
お
り
ま
す
と
年
金
が
も
。

一
ら
え
な
く
な
り
、
又
国
税
徴
収
法
に
．

一
よ
り
延
滞
金
や
差
押
え
も
さ
れ
る
こ

一とに
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
未
納
の
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
よ
う
に
努
力
し
て
下
さ
い
。
尚
．

ロ

雷
年
金
に
加
入
し
て
お
る
者
崔

一
所
が
異
動
し
た
場
合
、
（
市
外
、
市
｛

｝内
の
転
入
、
転
居
）
氏
名
が
変
っ
た

｝
場
合
（
婚
姻
等
に
よ
り
）
死
亡
し
た
’

蓼
・
他
の
年
金
鍵
に
加
入
し
た

場
合
（
一
厚
生
年
金
、
共
済
組
A
星
寸
）
｝

は
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
、

て
速
か
に
国
民
年
金
．
係
へ
届
出
て
下
…

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

掲，・

一茄

板

　
　
寄
附
金
つ
き
お
年
玉

　
　
年
賀
は
が
き
発
売

お
な
じ
み
の
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
が
本
年

も
、
発
行
さ
れ
十
一
月
十
五
目
か
ら
売
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
の
と
お
り
四
円

と
五
円
（
［
円
寄
附
金
つ
き
の
も
の
）
二
種
で

ど
ち
ら
も
お
年
玉
く
じ
つ
き
で
す
。
売
り
さ
ば

き
方
法
は
郵
便
局
窓
口
及
び
切
手
類
売
り
さ
ば

き
所
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
お
早
目
に
お
買
求
め

下
さ
い
。
な
お
年
賀
は
が
き
の
寄
附
金
は
中
央

共
同
募
金
委
員
会
及
び
日
本
赤
十
字
社
等
を
通

じ
て
恵
ま
れ
な
い
方
々
へ
贈
ら
れ
ま
す
。
年
末

贈
答
小
包
は
十
二
月
十
五
日
頃
ま
で
に
差
出
す

よ
う
郵
便
局
で
は
望
ん
で
い
ま
す
。

〃
●
●
今
年
も

　
　
　
　
　
期
限
内
に
完
納
汐

所
得
税
矛
二
期
分
の
納
期
は

11

月
1
日
～
1
1
月
3
0
日
ま
で

公
明
選
挙
運
動

に
参
加
し
ま
し
ょ
う

運こ
動の

のマ
し1

るク

しは
で公
す明
　選
　挙

〆！〃！〃〆ノ∠Z〃■ZZ！Z／ノ／ノノ■！〃1／ノγZZ■ノ！ノγ躍ZZZ1ノ〆ZZZZZ〃！ノγノ〆Zノノ！Z照〃〃Zノ■／／！㎜Z！ZZ■／〃！Z！ZZZノノノノ
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老
人
の
健
康
診
査
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
一
フ
ブ
の
結
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌
道
に
乗
っ
た
老
人
福
祉
法

　
去
る
八
月
一
日
か
ら
老
人
福
祉
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
法
に

基
づ
い
て
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は

老
人
の
健
康
診
査
や
老
人
ク
ラ
ブ
の

育
成
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
措
置
等
具

体
的
な
施
策
の
実
施
に
入
り
、
老
人

の
福
祉
増
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

老
人
福
祉
法
の
目
的
は
ご
承
知
の
と

お
り
、
老
人
に
対
し
て
心
身
の
健
康

保
持
、
生
活
安
定
の
た
め
の
健
康
診

査
、
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
収
容
や
そ
の

福
祉
施
設
の
整
備
等
具
体
的
な
施
策

を
実
施
し
、
老
人
の
福
祉
を
図
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
老
人
健
康
診
査

『
市
内
の
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
現

在
で
満
六
十
五
才
以
上
が
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
対
象
者

の
五
分
の
一
を
実
施
す
る
と
い
う
限

度
が
あ
る
た
め
、
名
簿
を
作
成
し
た

結
果
、
，
男
一
千
四
百
十
一
人
、
女
一

一
千
七
百
七
十
六
人
計
三
千
百
八
十
七

一一
人
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
五
分
の
一

一
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
の
で
す
が

百
各
地
の
老
人
代
薯
か
ら
贅

｝
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
最
年
長
順
に
実

施
す
る
よ
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の

で
　
ヘ
ツ
ロ
は
　
ナ
　
　
　
と
の
　
　

一
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
去
る
十
二
日
旧
下
条
地
区
の
山
口
医

　
　
　
　
　
亀
■
昌
ξ
暑
雪
■
．
ず
■
＝
．
・
’
＝
．
＝
・
喝

㎜
目
癬
暴
蜂
解

ま
す
。
特
に
子
供
さ
ん
に
た
く
さ
ん

着
せ
す
ぎ
る
よ
う
で
す
が
、
健
康
の

た
め
に
は
で
き
る
だ
け
う
す
着
の
習

慣
を
つ
け
さ
せ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で

す
。
　
厚
着
を
し
す
ぎ
る
こ
と
が
よ
く
な

い
と
い
う
の
は
、
体
温
の
放
散
が
不

足
し
て
新
陳
代
謝
が
妨
げ
ら
れ
る
か

ら
で
す
。
ま
た
、
あ
ま
り
か
ら
だ
を
守

り
す
ぎ
る
と
、
暑
さ
や
寒
さ
に
順
応

す
る
力
が
弱
く
な
り
、
病
気
に
対
す

る
抵
抗
力
も
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
男
女
と
も
鍛
練
に
よ
っ
て
順

応
能
力
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
か
ら
、
小
さ
い
う
ち
か
ら
慣

れ
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ど
の
く
ら
い
着
れ
ぱ
よ
い
か
と
い

宮下付近における演習風景

一
ぽ
三
1
」
＝
．
・
監
β
写
＝
・
＝
ξ
咽
，
…
’
亀
監
・
る
，

　
う
こ
と
は
、
個
人
差
や
土
地
柄
や
気

　
候
等
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
一
概
に

　
は
い
え
ま
せ
ん
が
台
所
は
立
う
時
や

　
暖
房
の
な
い
へ
や
や
戸
外
に
出
る
時

　
は
、
上
に
羽
織
る
も
の
で
こ
ま
め
に

　
調
節
す
る
よ
う
に
す
れ
ぱ
か
ぜ
を
ひ

　
き
ま
せ
ん
。

　
★
お
正
月
用
の
衣
類
の
買
い
入
れ
は

　
必
要
な
も
の
だ
け
に
と
ど
め
て
お
き

　
ま
し
よ
う
。
年
末
売
り
出
し
の
嶋
り

　
も
の
入
り
の
宣
伝
に
つ
ら
れ
て
、
不

　
用
な
も
の
ま
で
買
っ
て
し
ま
い
そ
う

　
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
各
人
の
サ

　
イ
ズ
と
必
要
品
の
予
算
を
控
え
た
メ

　
　
モ
を
お
さ
い
ふ
に
入
れ
て
出
掛
け
る

　
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
ロ

…
食
…
★
＋
青
に
は
何
が
出

　
　
㌧
…
」
回
っ
て
い
る
で
し
よ
う

　
か
。
お
魚
な
ら
、

｝
院
を
皮
切
り
に
現
在
実
施
中
で
あ
り

一
ま
す
．

一
　
老
人
ク
ラ
プ
の
育
成

老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊
か
な
も
の

に
し
た
い
と
い
う
目
的
で
組
織
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
が
、
現
在
約
十

五
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
会
員
の
話

合
い
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
　
　
ぢ
　
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

㎝
す
．
一
養
護
老
人
ホ
ー
ム
措
置

一
現
在
の
養
老
院
と
い
暑
”
禁
交

一
ホ
ー
ム
と
改
め
ら
れ
、
老
人
福
祉
法

難
襲
警
壁

も
の
が
こ
の
法
に
措
置
替
え
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
に

寄
附

◎
高
田
町
一
丁
目
富
士
会
舘
従
業
員

　
一
同
は
こ
の
ほ
ど
会
舘
創
立
一
周

　
　
を
　
　
し
て
ヤ
　
　
　
　
き

馨
円
を
寄
付
し
て
下
さ
」

◎
本
町
一
丁
目
赤
沢
誠
司
さ
ん
は
こ

・
の
ほ
ど
結
婚
に
際
し
御
祝
儀
に
い

　
た
だ
い
た
う
ち
、
金
一
万
円
を
社

　
会
福
祉
事
業
に
寄
付
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

◎
立
正
膝
成
会
六
長
庭
野
日
敬
先
生
一

　
は
去
る
七
日
の
来
市
の
際
、
市
社

　
会
福
祉
協
議
会
に
十
万
円
を
寄
付

　
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

秋

の
消
防
演
習

　
　
力
強
い
潰
防
力
を
展
開

　
恒
例
の
十
日
町
市
消
防
団
（
十
日

町
、
川
治
地
区
）
の
秋
季
消
防
演
習

は
　
る
ナ
　
　
だ
　
　
　
　
び
だ
　

薯
、
消
防
団
暮
わ
せ
て
約
四
夏

と
、
消
防
自
動
車
四
台
、
手
引
動
力

ポ
ン
ブ
な
ど
計
十
八
台
が
参
加
し
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
午
前
七

時
三
十
分
の
点
鐘
を
合
図
に
ま
す
入

員
、
姿
勢
、
服
装
点
検
、
ポ
ン
プ
操

法
を
行
な
い
、
市
中
を
分
列
行
進
し

た
あ
と
演
習
に
入
り
ま
し
た
。
午
前

十
一
時
十
分
市
内
学
校
町
付
近
よ
り
皿

一
出
火
、
宮
下
町
に
飛
火
と
い
う
想
定
一

「の
も
と
に
各
分
団
と
も
い
っ
せ
い
に

一
部
署
に
つ
き
、
真
剣
な
消
火
活
動
を

一そ
れ
ぐ
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
ヨ
　
　
さ
れ
た
ば
か
り
の
ジ
ヌ

砺
新
鋭
消
防
ポ
諸
動
薯
出

嚢
鹸
鱒
瑠
い
消
、

ち
＝
；
二
＝
＝
＝
冒
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
二
二
；
一
≡
二
＝
＝
＝
二
；
二
＝
＝
三
一
二
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
薗
＝
＝
＝
＝
＝
；
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
…
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
｝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
盈
＝
需

　
全
般
概
況
＋
一
月
は
割
合
晴
降
る
所
が
あ
り
そ
う
で
す
。
月
の
る
所
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
れ
る
日
が
多
く
、
平
均
気
温
も
高
　
平
均
気
温
は
や
＼
高
く
降
水
量
は
　
平
均
気
温
は
や
＼
低
く
、
降
水
量

　
目
の
見
込
み
で
す
。
　
　
　
　
　
　
少
な
目
、
ま
た
日
照
は
や
N
多
い
　
は
や
＼
多
く
、
ま
た
日
照
は
少
な

　
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
は
気
　
見
込
み
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
目
の
見
込
み
で
す
。

温
は
低
目
で
積

姫
ヨ
は
平
年
並
か

多
目
と
な
り
、

概
し
て
里
、
雪
型

　
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

㎜
十
甲
月
概
況

醐
日
が
多
い
見
込
み
で
す
が
、
後
半

㎜
　
は
一
時
吹
き
出
し
も
あ
り
、

ぎ
－
…
一
…
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
≡
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
≡
＝
一
＝
＝
＝
≡
＝
…
…
＝
＝
＝
＝
＝
＝
…
一
＝
＝
＝
…
剛
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
ハ

北
陸
地
方
三
ケ
月
予
報
　
　
　
の
期
間
も
比
較
的
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
セ
ブ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ヨ
が
ヨ
く
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
地
方
気
象
台
発
表
　
　
　
上
・
下
旬
に
は
所
㎜

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
概
況
上
旬
は
時
友
晴
に
よ
り
里
雪
型
の
大
雪
が
降
る
お
㎜

比
較
的
晴
れ
る
　
れ
間
の
出
る
日
も
あ
り
ま
す
が
、
　
そ
れ
が
あ
り
、
平
均
気
温
は
や
ン
㎜

　
　
　
　
　
　
　
中
旬
以
後
は
概
し
て
寒
い
日
が
多
低
く
降
水
量
は
や
＼
多
く
、
ま
た
㎜

　
　
　
　
雪
の
　
く
、
中
旬
か
下
旬
に
は
大
雪
の
降
　
日
照
は
や
や
少
な
い
見
込
み
で
す
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
新
し
い
評
価
方
法
の
う
ち
尿
屋
と

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
≡
＝
…
一
＝
＝
嘲
＝
＝
＝
甲
朝
…
＝
＝
＝
一
＝

改
正
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
評
価

　
昭
和
三
十
七
年
度
に
法
律
が
改
正

さ
れ
従
来
の
評
価
方
法
が
大
巾
に
改

め
ら
れ
新
し
い
方
法
に
よ
っ
て
一
昨

年
か
ら
土
地
に
つ
い
て
、
今
年
は
家

屋
（
標
準
家
屋
）
に
つ
き
ご
協
力
の

も
と
に
現
地
作
業
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
評
価
額
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税

一
の
納
付
は
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
今
船
自
治
省
か

ら
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
通
知
が
あ

り
ま
し
た
の
で
評
価
の
目
的
を
ご
理

解
の
う
え
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

　
一
い
た
し
ま
す
．

τ
、
新
し
い
評
価
の
目
的

亙
地
馨
隷
の
各
峯

一
通
じ
て
適
正
で
均
こ
う
の
と
れ
た
評

㎜
価
と
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で

・
あ
っ
て
評
価
の
方
法
が
改
め
ら
れ
る

［・
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
評
価
額
に
対

し
て
変
動
は
生
じ
ま
す
が
、
こ
れ
は

適
正
な
評
価
と
い
う
こ
と
か
ら
生
じ

て
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
税
の
負

一
担
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

　一
せ
ん
の
で
ご
了
解
下
さ
い
。

　一
②
新
し
い
評
価
方
法
の
も
と
に
お
い

て
は
固
定
資
産
の
評
価
に
あ
た
っ
て

求
め
ら
れ
る
適
正
な
時
価
適
正
な
評

じ
　
と
は
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
の
　
な

一産を
通
じ
て
正
常
な
条
件
で
取
引
さ

れ
る
価
格
で
あ
り
そ
の
価
額
と
は
土

償
却
資
産
の
評
価
方
法
は
従
来
と
本

質
的
に
異
り
ま
せ
ん
の
で
評
価
額
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
変
動
は
あ
り
ま
せ

ん
が
土
地
に
つ
き
ま
し
て
は
従
来
色
㎝

々
な
理
由
に
よ
り
評
価
額
の
引
上
げ

を
お
さ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
評
価
に
よ
り
地
目
に
よ
り
一
律

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
評
価
額
が
従
来

に
比
べ
て
か
な
り
引
上
げ
ら
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
適
正
で
均

こ
う
の
と
れ
た
評
価
を
確
保
す
る
為

で
あ
り
ま
し
て
こ
れ
に
よ
り
税
金
負

担
の
増
加
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し
て
土
地
の

評
価
が
四
倍
、
五
管
と
な
っ
て
も
税

金
が
す
ぐ
に
四
倍
、
五
倍
に
増
加
さ

れ
る
こ
と
な
く
変
動
の
状
況
に
よ
り

税
負
担
の
調
整
が
な
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
税
負
担
の
調
整
の
方
法
に
つ
い
て

は
現
在
全
国
市
町
村
の
状
況
を
税
制

調
査
会
で
検
討
中
で
あ
り
ま
し
て
基

本
的
に
は
固
定
賀
産
評
価
制
度
調
査

会
の
答
申
に
よ
り
政
府
で
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑧
し
た
が
い
ま
し
て
改
正
に
よ
る
評

価
は
あ
く
ま
で
も
評
価
を
適
正
に
し

　
　
テ
ラ
ヤ
シ
キ

　
あ
ち
こ
ち
と
旅
行
し
て
み
る
と
、
．

な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
駅
の
名
前
を

見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
地
名
（
土
地
の
呼
び
名
）
を
考
え

て
み
る
の
は
た
の
し
い
も
の
で
、
思

い
が
け
な
い
話
を
聞
い
た
り
、
と
ん

で
も
な
く
遠
い
と
こ
ろ
と
結
び
つ
け

た
物
語
の
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
地
名
が
、
地
形
（
土
地
の
形
）
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
を
地
形
名
と

い
っ
た
り
、
ア
イ
ヌ
語
の
系
統
を
う

け
た
呼
び
名
が
残
っ
て
い
る
な
ど
と

い
っ
て
、
専
門
の
学
者
た
ち
は
分
類

整
理
し
な
が
ら
、
そ
の
土
地
の
成
り

て
公
平
な
負
担
を
求
め
る
た
め
で
も
脚
立
ち
を
考
え
て
い
ま
す
。

あ
り
ま
す
の
で
当
然
増
加
す
る
も
膓
砦
霧
え
る
こ
と
も
・
今
男

減
少
す
る
も
の
も
婁
す
が
、
し
㎜
擁
・
民
俗
茎
に
と
っ
て
は

繕
　
瀞
饗
棚
御
舞

法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
　
固
・
に
・
　
「
サ
ン
ヤ
サ
マ
」
と
呼
ば
れ
る

定
資
産
税
が
四
倍
も
五
倍
も
増
加
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
？
と
聞

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
評
価
の
　
い
て
み
る
と
・
む
か
し
は
村
は
す
れ

響
奮
灘
下
さ
れ
ま
し
て
顧
の
丘
の
と
こ
詮
住
ん
で
い
て
、
二

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
夜
塔
の
傍
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い

地
に
つ
い
て
は
売
買
実
例
価
額
か
ら

出
さ
れ
る
．
取
引
価
額
。
家
屋
に
つ
い

て
は
再
建
築
価
額
、
償
却
資
産
に
つ

い
て
は
取
得
価
額
を
そ
れ
ぐ
基
準
．

と
し
て
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

二
、
評
価
の
結
果
か
ら
税
金
の
変
動

は
当
然
調
整
さ
れ
ま
す
。
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．
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．
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．
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さ
ん
ま
、
か
ま
す
　
さ
ぱ
、
い
わ

　
し
、
わ
ら
さ
、
は
ぜ
、
う
な
ぎ
、

あ
さ
り
、
か
き

な
ど
で
す
。
野
菜
、
く
だ
も
の
で
は

　
か
ん
し
ょ
、
里
い
も
、
大
根
、
小

　
か
ぶ
、
に
ん
じ
ん
、
く
わ
い
、
ほ

　
う
れ
ん
草
、
白
菜
、
か
き
、
み
か

　
ん
、
ゆ
す
、
だ
い
だ
い

と
け
っ
こ
う
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
だ
れ
に
も
で
き
る
あ

た
た
か
い
夜
食
の
作
り
方
を
紹
介
し

ま
し
よ
う
。

　
な
べ
や
き
う
ど
ん

　
　
ナ
ペ
か
か
ナ
ベ
に
あ
を
ゐ
た
た

せ
て
ヤ
　
に
モ
し
う
ど
ん
　
　
　
　

に
ん
じ
ん
、
し
い
ヂ
、
」
．
敏
ど
を
加
え

轡
＋
二
月
の

て
火
を
弱
め
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
七
、
八
分
煮
る
と
う
ど

ん
が
や
わ
ら
か
く
な
り
ま
す
か
ら
、

し
ょ
う
ゆ
、
塩
、
み
り
ん
、
砂
糖
を

少
し
す
つ
加
え
て
味
を
整
え
ま
す
。

お
ろ
し
ぎ
わ
に
け
す
り
ぶ
し
を
入
れ

卵
を
お
と
し
て
フ
タ
を
し
、
一
、
二

分
む
ら
せ
ぱ
で
き
あ
が
り
。

し
お
り
”
．
赫

　
人
数
に
よ
っ
て
加
減
す
れ
ぱ
楽
し

く
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
…
★
最
近
は
石
油
ス
ト
ー

…
住
…

…
…
…
一
ブ
が
非
常
に
普
及
し
ま

し
た
。
そ
の
構
造
は
、
安
全
な
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
く
ふ
う
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
万
一
、
倒
し
て
し
ま
う
と
手
の

ほ
ど
こ
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
通

路
と
か
、
出
入
口
に
は
な
る
べ
く
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
そ
の
も
の
の
取
り

扱
い
の
注
意
も
大
切
で
す
が
、
燃
料

と
し
て
の
灯
油
の
保
管
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
？
地
方
団
体
ご
と
に
作
ら
れ

て
い
る
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
ま
す

と
、
百
団
鯛
以
上
の
灯
油
を
家
庭
に
置

く
場
合
に
は
届
出
を
し
な
け
れ
ぱ
な

り
ま
せ
ん
。

　
　
ド
ラ
ム
カ
ン
（
二
百
轟
）

　
　
、
石
油
カ
ン
（
十
八
拷
）

　
ま
た
、
ま
わ
り
に
二
麿
以
上
の
空

地
が
必
．
要
で
あ
る
と
か
、
防
火
用
の

ヘ
イ
を
作
る
と
か
の
制
約
も
あ
り
ま

す
。
灯
油
は
ガ
ソ
リ
ン
と
比
べ
れ
は

危
険
度
が
少
な
い
の
で
す
が
、
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
給
油
す
る
時
は
、
必
す
火
を
消
し

　
て
か
・
り
。

◎
灯
油
の
保
管
器
の
フ
タ
は
完
全
に

　
し
め
、
油
が
も
ら
な
い
よ
う
に
す

　
る
。

◎
火
の
気
の
あ
る
所
に
は
置
か
な

　
い
。
万
一
へ
や
の
中
に
置
く
場
合

　
に
は
必
す
ス
ト
ー
ブ
か
ら
離
す
。

◎
直
射
日
光
を
避
け
る
。

◎
床
下
に
置
く
場
合
は
、
容
器
に
水

　
や
ゴ
ミ
が
は
い
ら
な
い
よ
う
に
す

　
る
。
も
し
は
い
る
と
不
完
全
燃
焼

を
お
こ
す
。

◎
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
時
は
、
な

　
る
べ
く
ボ
ン
プ
を
使
い
、
終
わ
っ

　
た
ら
は
す
し
て
お
く
。
最
近
は
補

　
給
タ
ン
ク
が
出
回
っ
て
い
る
が
、

　
こ
れ
な
ら
ぱ
手
も
よ
ご
れ
な
い
し

便
利
で
あ
る
。

ジ
ー
ブ
型
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
配
置

　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
伽
　
今
で
は
町
中
に
住
み
、
二
十
三
夜

　
　
　
ノ
↓
㎜
購
噸
鶴
雛

団
㎜
塗
て
趨
筆
ま
せ
ん
け

パ
　
　
御
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ら
ナ
ル

霧
駄
麟
魏
誤

”』
欝
　
餓
皿

　
　
　
桝
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
N

　
　
　
　

　
　
　
“
の
一
部
が
、
む
か
し
か
ら
テ
ラ
ヤ
シ

　
　
　
〃

　
市
消
防
本
部
に
こ
の
ほ
ど
新
鋭
消

防
車
が
一
台
配
置
さ
れ
、
去
る
十
日

入
魂
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一

消
防
車
は
、
価
格
百
六
十
万
円
（
国

庫
補
助
金
五
十
三
万
円
）
ニ
ッ
サ
ン

ジ
ー
プ
型
百
二
十
五
馬
力
の
近
代
的

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
、
大
阪
森
田

ポ
ン
ブ
株
式
会
社
か
ら
購
入
し
た
も

の
で
す
。
又
ジ
ー
プ
型
な
の
で
前
輪

駆
動
で
馬
力
も
あ
り
特
に
山
間
地
や

市
街
の
狭
い
露
路
に
も
入
る
こ
と
が

で
き
る
便
利
吃
の
で
す
。

衡
日
に
行
政

相
談

　
　
　
　
　
士
・
田
出
張
所
で

　
市
町
村
の
取
扱
う
国
の
行
政
事
務

に
つ
い
て
の
巡
回
行
政
相
談
が
二
十

六
日
市
内
吉
田
出
張
所
で
次
の
通
り

開
か
れ
ま
す
。
相
談
を
受
け
た
い
方

は
是
非
ご
参
集
下
さ
い
。

　
日
時
　
十
一
月
二
十
六
日
午
後
一

　
　
　
　
時
か
ら
同
四
時
ま
で

　
場
所
　
市
内
吉
田
出
張
所

〃
キ
と
呼
ば
れ
て
来
ま
し
た
。
　
（
根
岸

万
　
　
ー

茄
と
い
う
地
名
は
地
形
名
で
、
こ
れ
も

〃
ー
、

〃
輿
味
あ
る
呼
び
名
で
す
）

ツ茄
　
む
か
し
お
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
言

“
い
伝
え
が
残
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

何
ひ
と
つ
記
録
が
あ
る
わ
け
で
な
く

具
体
的
な
話
は
少
し
も
分
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
明
治
四
十
三
年
に
、

開
田
工
事
を
や
っ
て
い
た
ら
瀬
戸
物

も
か
け
ら
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、

水
の
湧
き
出
て
い
る
も
と
か
ら
は
木

箱
に
入
っ
た
皿
や
椀
な
ど
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。

　
多
く
が
銅
、
鉄
製
で
、
仏
様
に
御

飯
を
盛
っ
て
あ
げ
る
容
器
や
、
香
炉

や
、
と
っ
こ
（
独
鈷
）
の
よ
う
な
も

の
で
、
明
ら
か
に
お
寺
な
ど
で
使
う

専
門
的
な
仏
具
で
す
。
こ
れ
で
テ
ラ

ヤ
シ
キ
に
お
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
話

が
は
っ
き
り
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
す

ね
。
　
こ
れ
ら
は
、
太
田
島
部
落
の
金
沢

雄
平
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
、
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
【
写
真
】

　
市
内
に
は
、
こ
の
他
に
も
テ
ラ
ヤ

シ
キ
と
か
テ
ラ
ア
ト
な
ど
と
い
わ
れ

る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

寺
が
部
落
の
中
心
で
あ
っ
た
時
代
が

　
　
略

　
，9～己あ

る
わ
け
で
す
し
、
寺
に
関
係
す
る

い
ろ
い
ろ
の
話
を
聞
き
た
い
も
の
で

す
。　
オ
コ
シ
ン
サ
マ

　
庚
申
溝
は
、
オ
コ
シ
ン
サ
マ
、
オ

カ
ネ
サ
マ
な
ど
と
呼
ぱ
れ
て
、
長
い

間
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
庚
申
信
仰
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

支
那
の
道
教
に
よ
る
考
え
方
が
も
っ

と
も
普
通
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が

「
人
間
の
身
体
の
中
に
は
三
匹
の
虫

が
い
て
、
か
の
え
さ
る
（
庚
申
）
の

【
写
真
は
、
め
す
ら
し
く
手
が
四
本

し
か
な
い
像
i
二
俣
口
部
落
】

夜
に
抜
け
出
し
、
天
の
神
様
に
チ
、
の

人
の
悪
い
と
こ
ろ
を
報
告
す
る
。
だ

か
ら
、
眠
ら
す
に
い
て
こ
の
夜
を
朋

か
し
、
虫
が
抜
け
出
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
、
人
の

悪
口
で
も
い
い
か
ら
話
し
つ
づ
け
て

朝
ま
で
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
年
に
六
回
（
七
回
の
こ
と
右
あ

る
が
）
を
講
中
一
で
変
代
に
盛
り
、
作

神
サ
マ
と
い
わ
れ
る
庚
申
様
の
掛
軸

を
中
心
に
し
て
家
族
の
し
あ
わ
せ
や

家
業
の
発
展
を
祈
り
ま
す
が
、
気
の

合
っ
た
人
た
ち
が
二
代
も
一
、
一
代
も
つ

づ
け
て
伸
間
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

と
て
も
な
ご
や
か
な
も
の
で
し
た
。

　
庚
申
様
は
手
が
六
本
も
あ
る
の
｝
、
c
．

い
ち
ど
に
六
つ
の
仕
事
が
で
、
き
る
と

も
い
い
、
人
よ
り
何
倍
も
か
せ
い
で

繁
昌
さ
せ
よ
う
と
す
る
商
家
な
ど
で

も
信
心
さ
れ
て
い
ま
す
。
庚
さ
ま

（
か
の
え
さ
ま
）
と
い
う
読
み
方
が

カ
ネ
（
金
）
に
似
て
い
る
せ
い
で
も

あ
る
で
し
よ
う
。

　
還
暦
と
い
っ
て
、
千
支
（
え
と
）

は
六
十
年
た
つ
と
も
と
に
か
え
り
ま

す
か
ら
、
六
十
一
年
目
に
は
ま
た
庚

申
の
年
が
や
っ
て
く
る
わ
け
で
、
こ

の
年
に
は
部
落
中
で
祭
り
を
行
い
、

像
を
き
ざ
ん
だ
り
文
字
を
彫
り
こ
ん

だ
石
碑
を
建
て
て
記
念
に
し
ま
し

た
。
　
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
庚
申
碑
の

多
く
は
こ
れ
で
赤
倉
、
当
間
、
鉢
部

落
に
は
百
庚
申
と
呼
ぱ
れ
る
ほ
ど
た

く
さ
ん
並
ん
だ
も
の
が
残
っ
て
い
ま

す
。
　
　
（
社
会
教
寳
課
）

一187


